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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第３四半期 44,657 △5.4 4,223 △34.5 4,315 △34.1 2,747 △30.2

26年３月期第３四半期 47,229 △4.2 6,448 △16.0 6,545 △16.5 3,936 △12.6
(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 2,787百万円(△29.5％) 26年３月期第３四半期 3,950百万円(△12.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第３四半期 185.87 －

26年３月期第３四半期 266.31 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第３四半期 54,815 34,063 62.1

26年３月期 53,929 32,260 59.8
(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 34,063百万円 26年３月期 32,260百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 20.00 － 60.00 80.00

27年３月期 － 10.00 －

27年３月期(予想) 30.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 △3.4 3,000 △43.8 3,000 △45.2 2,000 △39.0 135.29
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3) 会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 14,783,900株 26年３月期 14,783,900株

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 628株 26年３月期 578株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 14,783,279株 26年３月期３Ｑ 14,783,412株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
なお、業績予想に関しては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安・株高の傾向が継続し、景気は緩やかな回復基調で推移

いたしましたが、消費税増税後の節約意識の高まりや円安による物価の上昇などもあり、不透明な状況が続いてい

くものと思われます。

当社グループが携わるパチンコ業界におきましては、消費税増税による稼動への大きな影響はありませんでした

が、依然として４円パチンコの稼動は微減傾向にあり、顧客であるパチンコホールの経営環境は厳しい状況となっ

ております。また、パチスロ遊技機の自主規制による今後の市場動向については、依然予断を許さない状況が続い

ております。

このような市場環境のなか、情報システム事業におきましては、トータルコンピューティングシステムのメリッ

トを生かしたＣＲユニット「ＶＥＧＡＳＩＡ」、ファンにわかりやすい遊技台情報を提供する台毎情報公開端末「Ｂ

ｉＧＭＯ ＰＲＥＭＩＵＭ」、新製品である「ＢｉＧＭＯ ＴｙｐｅⅣ」及び呼出ランプ「ＩＬ－Ｘ２」の販売を推進

いたしました。制御システム事業におきましては、業績の向上を目指し、新規取引先の開拓や新規物件の提案・受

注活動に取組むとともに、プロジェクトマネジメントの強化やグループ会社との開発ライン再編を行い、企画開発

体制強化を図りました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高446億57百万円（前年同期比5.4％減）、営業利益42億23百

万円（同34.5％減）、経常利益43億15百万円（同34.1％減）、四半期純利益27億47百万円（同30.2％減）となりまし

た。

　

セグメント業績は次のとおりであります。

　

（情報システム事業）

当事業の第３四半期連結累計期間は、新店や改装店舗が減少するなか、ＣＲユニット「ＶＥＧＡＳＩＡ」は、新

規の導入に加え他社からの入替も進むことで、販売台数は前年同期を上回りました。それに伴い、旧型の情報公開

端末からの「ＢｉＧＭＯ ＰＲＥＭＩＵＭ」、「ＢｉＧＭＯ ＴｙｐｅⅣ」、呼出ランプ「ＩＬ－Ｘ２」などへの入替が

進みました。また、次世代製品開発への積極投資による研究開発費が増加いたしました。

この結果、当事業の売上高は313億６百万円（前年同期比8.5％増）、セグメント利益は53億41百万円（同11.1％

減）となりました。

　

（制御システム事業）

当事業の第３四半期連結累計期間は、新規物件の提案や受注活動に取組みましたが、販売機種数が減少したこと

により、表示ユニットの販売台数は、前年同期を下回る結果となりました。また、遊技機メーカーのコスト低減の

動きに伴い、リユース品の比率が高まりました。

この結果、当事業の売上高は133億50百万円（前年同期比27.4％減）、セグメント利益は１億47百万円（同92.0％

減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、未払金の決済や納税及び配当金等の支払による現金及び預金の減少、

当第３四半期において販売したことに伴う在庫の減少や、減価償却費の計上によるソフトウエアの減少がありまし

たが、前第４四半期連結会計期間に比べ当第３四半期会計期間の売上高が大きかったことによる売上債権の増加や、

事業所の拡張による有形固定資産の増加などにより、前連結会計年度末に比べ８億86百万円増加の548億15百万円と

なりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債は、繰延税金負債や未払消費税などの増加がありましたが、前連結会計年度

の３月度に比べ当第３四半期の12月度において研究開発費に関する未払金の減少及び長期借入金の返済などにより、

前連結会計年度末に比べ９億17百万円減少の207億52百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、営業成績が好調に推移したことによる利益剰余金が増加したことによ

り、前連結会計年度末に比べ18億３百万円増加の340億63百万円となり、自己資本比率は62.1％（前連結会計年度末

比2.3ポイント上昇）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の通期の業績予想につきましては、平成26年５月12日発表の業績予想に変更はありません。なお、

業績等に影響を与える事業等のリスクについては、最近の有価証券報告書（平成26年６月27日提出）により開示を

行った内容から重要な変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について

従業員の平均残存勤務期間に基づき決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が78,419千円減少し、利益剰余金が50,737千

円増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,381,553 12,397,981

受取手形及び売掛金 11,427,291 16,730,127

商品及び製品 7,204,529 5,723,223

仕掛品 41,207 183,350

原材料及び貯蔵品 1,538,748 1,983,740

繰延税金資産 7,117 1,197

その他 1,514,070 1,258,519

貸倒引当金 △69,309 △76,176

流動資産合計 37,045,208 38,201,964

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,067,439 3,868,813

土地 4,141,598 4,397,053

その他（純額） 1,268,400 1,450,568

有形固定資産合計 9,477,438 9,716,435

無形固定資産

ソフトウエア 1,738,055 1,479,896

その他 34,283 33,696

無形固定資産合計 1,772,338 1,513,592

投資その他の資産

繰延税金資産 2,444,049 2,444,401

投資不動産（純額） 971,097 960,620

長期預金 500,000 －

その他 1,924,918 2,152,038

貸倒引当金 △205,321 △173,308

投資その他の資産合計 5,634,744 5,383,751

固定資産合計 16,884,520 16,613,779

資産合計 53,929,729 54,815,743
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,881,786 14,621,456

1年内返済予定の長期借入金 399,866 399,866

未払法人税等 626,822 738,600

繰延税金負債 230,734 527,833

役員賞与引当金 158,504 63,060

その他 3,861,754 3,255,500

流動負債合計 20,159,470 19,606,318

固定負債

長期借入金 400,266 150,366

役員退職慰労引当金 400,326 392,716

退職給付に係る負債 461,363 333,192

その他 247,628 269,456

固定負債合計 1,509,585 1,145,732

負債合計 21,669,055 20,752,050

純資産の部

株主資本

資本金 674,000 674,000

資本剰余金 680,008 680,008

利益剰余金 31,027,990 32,791,623

自己株式 △1,155 △1,237

株主資本合計 32,380,843 34,144,393

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,668 30,711

退職給付に係る調整累計額 △138,837 △111,412

その他の包括利益累計額合計 △120,169 △80,701

純資産合計 32,260,673 34,063,692

負債純資産合計 53,929,729 54,815,743
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 47,229,662 44,657,070

売上原価 31,854,007 31,186,148

売上総利益 15,375,654 13,470,921

延払販売未実現利益戻入 18,926 17,537

差引売上総利益 15,394,580 13,488,459

販売費及び一般管理費 8,945,644 9,264,955

営業利益 6,448,936 4,223,504

営業外収益

受取利息 4,904 5,620

受取配当金 6,341 6,453

不動産賃貸料 54,376 52,542

その他 77,137 80,190

営業外収益合計 142,759 144,806

営業外費用

支払利息 4,917 4,842

不動産賃貸費用 31,282 36,510

その他 10,350 11,740

営業外費用合計 46,551 53,093

経常利益 6,545,145 4,315,217

特別利益

固定資産売却益 1,028 －

特別利益合計 1,028 －

特別損失

固定資産除却損 111,933 3,292

減損損失 － 8,143

その他 19,999 －

特別損失合計 131,933 11,436

税金等調整前四半期純利益 6,414,240 4,303,781

法人税、住民税及び事業税 1,547,331 1,302,602

法人税等調整額 930,007 253,451

法人税等合計 2,477,339 1,556,053

少数株主損益調整前四半期純利益 3,936,901 2,747,727

四半期純利益 3,936,901 2,747,727

決算短信 （宝印刷）  2015年02月09日 16時12分 9ページ （Tess 1.40 20131220_01）



ダイコク電機株式会社(6430) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 8 －

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,936,901 2,747,727

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13,819 12,042

退職給付に係る調整額 － 27,425

その他の包括利益合計 13,819 39,468

四半期包括利益 3,950,720 2,787,196

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,950,720 2,787,196

決算短信 （宝印刷）  2015年02月09日 16時12分 10ページ （Tess 1.40 20131220_01）



ダイコク電機株式会社(6430) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 9 －

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
四半期連結損益

計算書計上額

情報システム事業 制御システム事業 計 (注１) （注２）

売 上 高

外部顧客への売上高 28,846,832 18,382,830 47,229,662 － 47,229,662

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 28,846,832 18,382,830 47,229,662 － 47,229,662

セグメント利益 6,009,452 1,848,498 7,857,951 △1,409,015 6,448,936

(注) １ セグメント利益の調整額△1,409,015千円には、セグメント間取引消去2,081千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,411,096千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
四半期連結損益

計算書計上額

情報システム事業 制御システム事業 計 (注１) （注２）

売 上 高

外部顧客への売上高 31,306,876 13,350,194 44,657,070 － 44,657,070

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 31,306,876 13,350,194 44,657,070 － 44,657,070

セグメント利益 5,341,204 147,622 5,488,827 △1,265,322 4,223,504

(注) １ セグメント利益の調整額△1,265,322千円には、セグメント間取引消去309千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,265,632千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（会計方針の変更）

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更

したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

この変更に伴う当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

決算短信 （宝印刷）  2015年02月09日 16時12分 11ページ （Tess 1.40 20131220_01）


